
篠岡学区地域協議会の活動について



組織体制

■篠岡小（３部会：約５０名）

防災･防犯部会 福祉部会 子ども部会

役 員 会

・各区自主防災組
織合同説明会

・防災訓練

・青色回転灯パト
ロール車事業

・おたすけ隊

・しのおかさわやか
ウォーキング（春・
秋）

・夏季 イベント

・冬季 しのっ子ク
リスマス会

・フラワーパーク事業
・もちつき+豚汁大会

■設立は平成27年度

■ 『防犯防災部会』、『子ども部会』、『福祉部会』の３つの部会を設置し、 区（自
治会）よりも広域な小学校区単位で、様々な事業を実施

■一部の役員だけで運営するのではなく、自分たちが住む地域のために “できる人が
できる時にできることをする” という趣旨に基づいて活動 1



団体名 備 考

１ 区（篠岡 1～3丁目、池之内、林） 一体的に活動

2 小学校、中学校
施設利用、広報
中学生Sクルー
（ボランティア）
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農協、自主防災会、消防団
スポーツ振興会、PTA、、おやじの会、
子ども会、学校コーディネーター、
民生・児童委員、福祉施設関係者

委員として参加

◆他団体との関わり

協力体制

主に現役区長が役員（会長、副会長、事務局長など）として“顔役”を務
め、実行部隊（部会長以下）を公募や区長OBが担うことで、地域が一丸
となって取り組めている。
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ホームページ

篠岡学区地域協議会の活動を各部会ごとに掲載している。これ
までに行った活動も振り返ることができるようになっている。

3



＜青色回転灯パトロール車事業＞

令和元年８月の中学生まちづくりミーティングで児童生徒から通学路における安
全確保・防犯対策に関する提言を受け、同年９月から防災防犯部会において通学
路を中心とした学区の防犯活動に関する検討を始めた。
週1回、夕方～暗くなる時間帯に合わせ、パトロールを行っている。

特徴的な取組み
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【特徴的な取組み】 おたすけ隊

篠岡学区在住の歳65歳以上の方を対象に、日常

生活のちょっとした困りごと（草刈り、木の剪定、窓
ふき等）を解決する活動を行っている。
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【特徴的な取組み】おたすけ隊等の効果

（１）依頼者からの感謝、
活動員の充実感
草取りや剪定など外での作業が多いのが現状。

大変きれいになり、依頼者から感 謝の言葉が相
次ぎ、活動員としても充実感に溢れる。

（２）地域活動の担い手
の発掘
おたすけ隊等を手伝ってもらい、そこから

地域協議会の活動に参加してもらうなど、新
たな地域活動の担い手の発掘につながってい
る。
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課題

・防犯パトロールやお
たすけ隊のメンバーが
高齢化している。50～
60代の参加が少ない。

・参加者増につなげて
いく必要があるが、押

し付けは避けたい。

・利用者が固定化して
おり、どう広げるか？

・対象となる作業をど
う広げていくか？

【特徴的な取組み】おたすけ隊等の課題
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ひまわりの苗植え 篠岡中学校中学生ボランティアの皆さん

住民のコミュニティ広場として、地域の絆づくりと明るいまちづくり
のため、令和３年度設置した。

【特徴的な取組み】 フラワーパーク事業
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【特徴的な取組み】 フラワーパーク事業
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【特徴的な取組み】フラワーパーク事業の効果

（２）子どもたちの地域貢献に対する意識向上
■お父さん、お母さんをはじめとした地域の大人たちみんなが一致団結して頑
張っている姿（背中）を見ることで、子どもたちにとって、ただ単に楽しい
だけの行事ではなく、地域のつながりや地域貢献の大切さを学ぶことができ
る場にもなっている

（３）地域愛の育み・地域コミュニティの形成
■生まれ育った地域での記憶に残る行事によって、「篠岡に生まれてよかっ
た！」、「この篠岡が大好きだ！」という地域愛を育む

■世代や立場を超えた様々な人たちが、“子どもたちのために” という共通の目的
に向って一致団結することで、地域コミュニティの形成の一助となっている

（１）中学生ボランティアの協力
■小中一貫校という地域の特性を活かし、篠岡中学校生徒のボランティア
（Ｓクルー）に参加・協力してもらいながら行事運営をしています！

■これは篠岡小学校区独自のカラーであり、子どもから大人までの各世代が
一緒になって地域で汗を流しています！
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【特徴的な取組み】フラワーパーク事業の課題

課題

（１）中学生より上の世代の参加

■篠岡中学校生徒のボランティア（Ｓクルー）には参加・協力
いただいているが、高校生以上になると極端に参加が無くなっ
てしまう。何かよい方法はないか？

（２）世代間の交流につながる事業

■コロナ禍で、コロナ以前のような交流事業（イベント）の開
催が難しくなっている。
交流事業（イベント）以外で、世代間の交流につながる事業

はないか？
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取組
・フラワーパーク事業等で若い世代の参
加につなげ、地域の支え合い活動に対す
る共感、次の世代の人材育成、世代交代
への環境づくりをしていく。

【今後の展望】
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最後に

篠岡学区では、少子高齢化で子どもの

数が減って、高齢者が増えています。こ

のような状況であっても、地域で暮らし

ている人が、安心して暮らせるよう活動

を続けていきます。

ご清聴ありがとうございました
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